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(57)【要約】
【課題】工事担当者の習熟具合に左右されることなく、
確実に漏水を防止することができ、施工現場で貯水ブロ
ック群を遮水シートで包み込む作業を経る必要のない地
下貯水槽ユニットおよび地下貯水槽ユニットに用いられ
る被包体を提供すること。
【解決手段】合成樹脂製の貯水ブロック群を被包体で液
密に被包して構成された地下貯水槽ユニットに用いられ
る被包体であって、前記被包体は、天側に開口を備え前
記開口から内部に前記貯水ブロック群を搬入することの
できる袋状の搬入袋と、前記搬入袋の開口の縁部に設け
られ、折り返した際に前記搬入袋の蓋として機能する複
数の折り返し部と、を備え、前記被包体の前記搬入袋の
構造が、少なくとも漏水防止用の遮水シートと前記遮水
シートの破れ防止用の保護シートとを交互に繰り返し積
層して成り、前記保護シートが前記搬入袋の最外表面側
に位置する多層構造であり、前記搬入袋の底面部分には
、さらに補強板が備えられている。
【選択図】図２



(2) JP 2013-79524 A 2013.5.2

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　合成樹脂製の貯水ブロック群を被包体で液密に被包して構成された地下貯水槽ユニット
に用いられる被包体であって、
　前記被包体は、
　天側に開口を備え前記開口から内部に前記貯水ブロック群を搬入することのできる袋状
の搬入袋と、
　前記搬入袋の開口の縁部に設けられ、折り返した際に前記搬入袋の蓋として機能する複
数の折り返し部と、
　を備え、
　前記被包体の前記搬入袋の構造が、少なくとも漏水防止用の遮水シートと前記遮水シー
トの破れ防止用の保護シートとを交互に繰り返し積層して成り、前記保護シートが前記搬
入袋の最外表面側に位置する多層構造であり、
　前記搬入袋の底面部分には、さらに補強板が備えられていることを特徴とする地下貯水
槽ユニットに用いられる被包体。
【請求項２】
　前記補強板が、
　前記遮水シートと前記保護シートとの間に設けられていることを特徴とする請求項１に
記載の地下貯水槽ユニットに用いられる被包体。
【請求項３】
　前記被包体の前記搬入袋が、
　四角袋状に構成されていることを特徴とする請求項１または２に記載の地下貯水槽ユニ
ットに用いられる被包体。
【請求項４】
　前記被包体の上側から前記被包体を覆う逆さ袋状の防草袋をさらに備えることを特徴と
する請求項１～３のいずれかに記載の地下貯水槽ユニットに用いられる被包体。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の地下貯水槽ユニットに用いられる被包体内に、合成樹
脂製の貯水ブロック群を液密に被包してなることを特徴とする地下貯水槽ユニット。
【請求項６】
　前記被包体の天側に、前記地下貯水槽ユニット内に雨水を流入させるための流入管を備
えることを特徴とする請求項５に記載の地下貯水槽ユニット。
【請求項７】
　前記被包体の天側に、前記地下貯水槽ユニット内に貯水された雨水の汲み上げ時に用い
られる取水管を備えることを特徴とする請求項５または６に記載の地下貯水槽ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、雨水を地中に蓄え必要の際に蓄えた雨水を使用する際に用いる地下貯水槽ユ
ニットおよびこの地下貯水槽ユニットに用いられる被包体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、雨水を地中に埋設した地下貯水槽内に蓄え、必要の際にこの地下貯水槽内に
貯められた雨水をポンプで汲み上げて使用するようにした地下貯水構造体が知られている
。
【０００３】
　例えば特許文献１に開示された地下貯水構造体１００は、図１２に示したように、地中
に埋設された地下貯水槽１０２と、家屋１０４の屋根や地表に落下した雨水を集めて地下
貯水槽１０２内に導く集水手段１０６と、地下貯水槽１０２内に貯められた雨水を取出す
ポンプなどの取水手段１０８と、を備えた構造となっている。
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【０００４】
　地下貯水構造体１００は、地震や津波などの緊急災害時における水の確保を目的として
、例えば公園や商業施設など比較的大きな施設の敷地内に埋設されるのが一般的であるが
、近年では緊急災害に対する個人の備えの高まりから、個人の住宅にも設置されるように
なっており、この傾向は今後さらに増えて行くものと推測される。
【０００５】
　ところで、このような地下貯水構造体１００は、まず施工現場に地下貯水槽１０２を形
成するための埋設穴を掘っておき、ここに水漏れ防止を目的としたシート状の遮水シート
１１０を配置する。
【０００６】
　そして、埋設穴内に配置された遮水シート１１０上に、複数の合成樹脂製の貯水ブロッ
ク群１１２を載置させ、その後、遮水シート１１０の周囲を立ち上げて貯水ブロック群１
１２の周囲を遮水シート１１０で包囲し、さらに貯水ブロック群１１２の上面に遮水シー
ト１１０の端部を載せて包み込むことで地下貯水槽１０２が形成されるようになっている
。
【０００７】
　なお遮水シート１１０は、幅２ｍほどの長尺ロール状であるため、埋設穴に対して、こ
の遮水シート１１０の端部が互いに重なり合うように列状に並べ、遮水シート１１０と遮
水シート１１０との重ね合わされた箇所を、施工現場で接着または溶着させることで、埋
設穴に合った大きな遮水シート１１０をその都度構成するようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２０００－３０９９５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、遮水シート１１０と遮水シート１１０との重なり合った部分の接着また
は溶着は、施工現場ごとに工事担当者が行うため、工事担当者の習熟具合によっては接着
または溶着が充分でなく、漏水が生じてしまうおそれがあった。
【００１０】
　このため、地下貯水槽１０２を埋設する前に遮水シート１１０の充分な漏水チェックが
行われてはいるものの、やはり実際に雨水を地下貯水槽１０２内に貯水してみないと、確
実に漏水が防止できているか否かの判断ができないのが現状である。
【００１１】
　本発明は、このような現状に鑑み、工事担当者の習熟具合に左右されることなく、確実
に漏水を防止することができ、施工現場で貯水ブロック群を遮水シートで包み込む作業を
経る必要のない地下貯水槽ユニットおよび地下貯水槽ユニットに用いられる被包体を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、前述したような従来技術における課題及び目的を達成するために発明された
ものであって、
　本発明の地下貯水槽ユニットに用いられる被包体は、
　合成樹脂製の貯水ブロック群を被包体で液密に被包して構成された地下貯水槽ユニット
に用いられる被包体であって、
　前記被包体は、
　天側に開口を備え前記開口から内部に前記貯水ブロック群を搬入することのできる袋状
の搬入袋と、
　前記搬入袋の開口の縁部に設けられ、折り返した際に前記搬入袋の蓋として機能する複
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数の折り返し部と、
　を備え、
　前記被包体の前記搬入袋の構造が、少なくとも漏水防止用の遮水シートと前記遮水シー
トの破れ防止用の保護シートとを交互に繰り返し積層して成り、前記保護シートが前記搬
入袋の最外表面側に位置する多層構造であり、
　前記搬入袋の底面部分には、さらに補強板が備えられていることを特徴とする。
【００１３】
　このように被包体が袋状に構成されていれば、予め袋状の被包体内に貯水ブロック群を
搬入して地下貯水槽ユニットを作成しておき、この地下貯水槽ユニットを施工現場の埋設
穴に埋設するだけで良いため、施工手順を簡素化して工期を早めることができる。
【００１４】
　また、従来のように埋設穴内で遮水シートを接着または溶接する必要がないため、工事
担当者の習熟具合に左右されることなく確実に漏水の生ずることのない地下貯水槽ユニッ
トを提供することができる。
【００１５】
　さらに、被包体の搬入袋の底面部分に補強板が備えられているため、施工時において被
包体内に貯水ブロック群を搬入した状態の地下貯水槽ユニットを持ち上げた際にも、被包
体内部の貯水ブロック群がぐらついたり、ばらけたりすることがなく、確実にユニット化
された状態で埋設穴内へ地下貯水槽ユニットを運び入れることができる。
【００１６】
　また、本発明の地下貯水槽ユニットに用いられる被包体は、
　前記補強板が、
　前記遮水シートと前記保護シートとの間に設けられていることを特徴とする。
【００１７】
　このような位置に補強板が設けられていれば、遮水シートと保護シートの役割を果たし
つつ、被包体内に貯水ブロック群を搬入した状態で地下貯水槽ユニットを持ち上げても、
内部の貯水ブロック群がぐらついたり、ばらけたりすることがなく、確実にユニット化さ
れた状態で埋設穴内へ地下貯水槽ユニットを運び入れることができる。
【００１８】
　また、本発明の地下貯水槽ユニットに用いられる被包体は、
　前記被包体の前記搬入袋が、
　四角袋状に構成されていることを特徴とする。
【００１９】
　このように搬入袋が四角袋状であれば、内部に搬入される貯水ブロック群が四角状であ
るため、ぴったりと搬入袋内に貯水ブロック群を搬入することができる。
　したがって、埋設穴に地下貯水槽ユニットを運び入れる際にも搬入袋の余剰箇所が埋設
時の邪魔になったりすることがなく、施工工事を正確且つ確実に行うことができる。
【００２０】
　また、本発明の地下貯水槽ユニットに用いられる被包体は、
　前記被包体の上側から前記被包体を覆う逆さ袋状の防草袋をさらに備えることを特徴と
する。
【００２１】
　このように防草袋を備えれば、埋設後に地表面から草の根が延びても草の根が被包体内
に侵入してしまうことがなく、地下貯水槽ユニットとしての機能を長期間維持することが
できる。
【００２２】
　また、本発明の地下貯水槽ユニットは、
　上記のいずれかに記載の地下貯水槽ユニットに用いられる被包体内に、合成樹脂製の貯
水ブロック群を液密に被包してなることを特徴とする。
【００２３】
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　このようにして構成される地下貯水槽ユニットであれば、地下貯水槽の施工時において
、予め製造された地下貯水槽ユニットを、施工現場の埋設穴内に運び入れて埋設するだけ
で良いため、工期を大幅に短縮させることができるとともに、工事担当者の習熟具合に左
右されることなく確実に漏水を防止することのできる地下貯水構造体を提供することがで
きる。
【００２４】
　また、本発明の地下貯水槽ユニットは、
　前記被包体の天側に、前記地下貯水槽ユニット内に雨水を流入させるための流入管を備
えることを特徴とする。
　このように流入管を備えれば、雨水を確実に地下貯水槽ユニット内に取り入れることが
できる。
　さらに、地下貯水槽の施工時における作業工程を減らすことができ、工期を大幅に短縮
させることができる。
【００２５】
　また、本発明の地下貯水槽ユニットは、
　前記被包体の天側に、前記地下貯水槽ユニット内に貯水された雨水の汲み上げ時に用い
られる取水管を備えることを特徴とする。
【００２６】
　このように取水管を備えれば、必要の際に確実に雨水を地下貯水槽ユニット内から取り
出すことができる。また、地下貯水槽の施工時における作業工程を減らすことができ、工
期を大幅に短縮させることができる。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、予め被包体が袋状に構成され、施工現場以外の場所で地下貯水槽ユニ
ットの製造が可能であり、施工時には予め製造しておいた地下貯水槽ユニットを施工現場
に運んで埋設するだけで良いため、工事担当者の習熟具合に左右されることなく、確実に
漏水を防止することができ、施工現場で貯水ブロック群を遮水シートで包み込む作業を経
る必要のない地下貯水槽ユニットおよび地下貯水槽ユニットに用いられる被包体を提供す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】図１は、本発明の地下貯水槽ユニットを埋設してなる地下貯水構造体の概略図で
ある。
【図２】図２は、本発明の地下貯水槽ユニットの斜視図である。
【図３】図３は、本発明の地下貯水槽ユニットに用いられる被包体の斜視図である。
【図４】図４は、本発明の被包体の内部に貯水ブロック群を搬入した状態を示す斜視図で
ある。
【図５】図５は、本発明の被包体の内部に貯水ブロック群を搬入し、折り返し部を折り返
した状態を示す斜視図である。
【図６】図６は、本発明の被包体の内部に貯水ブロック群を搬入して折り返し部を折り返
し、折り返し部の端部を接着または溶接して貯水ブロック群を被包体で液密に被包した状
態を示す斜視図である。
【図７】図７は、図２に示した本発明の地下貯水槽ユニットのＡ－Ａ線による断面図であ
る。
【図８】図８は、図７のＢ部の拡大図である。
【図９】図９は、図７のＣ部の拡大図である。
【図１０】図１０は、本発明の地下貯水槽ユニットの上に、防草袋を配設した状態を示す
斜視図である。
【図１１】図１１は、本発明の地下貯水槽ユニットの上から防草袋を覆った状態を示す斜
視図である。
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【図１２】図１２は、従来の地下貯水構造体の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、本発明の実施の形態（実施例）を図面に基づいてより詳細に説明する。
　本発明の地下貯水槽ユニットは、地中に埋設されて雨水を内部に蓄え、必要の際に蓄え
た雨水を取出して使用するために用いられるものであり、被包体はこの地下貯水槽ユニッ
トにおいて、貯水ブロック群を液密に被包する際に用いられるものである。
　まず、本発明の地下貯水槽ユニットを備えた地下貯水構造体について説明する。
【００３０】
＜地下貯水構造体１０＞
　地下貯水構造体１０は、図１に示したように、地面７０の地下に埋設された地下貯水槽
ユニット２０と、家屋の屋根や地面７０に落下した雨水を流入口６０から流入管６２を介
して地下貯水槽ユニット２０内に導く集水手段６４と、地下貯水槽１０２内に貯められた
雨水を、取水管５２を介して連結されたポンプ５０で外部に取出す取水手段５４と、地下
貯水槽１０２が満水になった際に、雨水を流出させるオーバーフロー管６６と、を少なく
とも備えた構造となっている。
　このような地下貯水構造体１０では、施工現場外で予め製造されてユニット化されてな
る地下貯水槽ユニット２０が用いられている。
【００３１】
＜地下貯水槽ユニット２０＞
　ユニット化された本発明の地下貯水槽ユニット２０は、図２に示したように、被包体２
６の内部に合成樹脂製の貯水ブロック群２２を液密に被包してなるものである。
【００３２】
　被包体２６は、図３に示したように天側に開口３２を備え、この開口３２から内部に合
成樹脂製の貯水ブロック群２２を搬入できる搬入袋２８と、この搬入袋２８の開口３２の
縁部に設けられた折り返し部３０と、から構成されている。
【００３３】
　このような被包体２６は、図３に示したように初めからシートを袋状に加工して構成さ
れていることが好ましいが、例えば方形のシートを袋状となるように畳んで構成されたも
の（図示せず）であっても良く特に限定されるものではないものである。
【００３４】
　なお、被包体２６の内部に搬入される合成樹脂製の貯水ブロック群２２は、施工現場の
大きさに合わせて複数の貯水ブロック２４を適宜連結してなるものであり、地下貯水槽ユ
ニット２０を地面７０の地下に埋設した際に、例えば地面７０から加わる乗用車やトラッ
クなどの加重に耐え得る強度を有するとともに、適度な空隙によって所望の貯水能力を備
え、腐食が生じないよう構成されたものであれば如何なるものでも良いものである。この
ような貯水ブロック群２２の具体的な例としては、例えば秩父ケミカル株式会社製のプラ
ダムくん（登録商標）が挙げられる。
【００３５】
　地下貯水槽ユニット２０は、図４に示したように、上記した被包体２６の搬入袋２８の
開口３２から内部に貯水ブロック群２２を搬入し、図５に示したように開口３２の縁部の
折り返し部３０を内側に折り返し、最後に図６に示したように押し返し部３０の重なり合
った部分を接着または溶接することで完成される。
【００３６】
　ここで上記の接着または溶接の方法としては、特に限定されるものではなく、例えば市
販の耐水性接着剤を用いたり、ハンディータイプの溶着機を用いることが挙げられる。
　このような地下貯水槽ユニット２０の縦断面を見ると、図７に示したように被包体２６
の内部にぴったりと貯水ブロック群２２が整列配置されてユニット化されていることが分
かる。
【００３７】
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　被包体２６の大きさや内部に搬入される貯水ブロック群２２の数については、施工現場
の大きさに合わせて適宜決めれば良いものであるが、例えば縦１５００ｍｍ×横３０００
ｍｍ×高さ１２００ｍｍ程度の容積量となる被包体２６を用意し、この被包体２６の内部
に縦７５０ｍｍ×横７５０ｍｍ×高さ３００ｍｍの貯水ブロック２４を３２個、直方体と
なるように連結した貯水ブロック群２２を搬入すれば、大凡５ｍ3程度の雨水を貯水する
ことができる。このような大きさは、個人の住宅向けに好適な寸法であるため、この大き
さでまとめて製造するようにすれば、工期の短縮とともに製造コストを抑えることができ
る。
【００３８】
　なお、個人の住宅よりも大きな現場に対しては、上記した個人の住宅向けの大きさで製
造された地下貯水槽ユニット２０を複数用いることが好ましく、このようにすれば施工現
場が広くても複数の地下貯水槽ユニット２０を並べて埋設するだけで良いため、従来の施
工方法よりも工期を短縮できるとともにコストを抑えることができる。また、このような
施工方法であれば、一部の地下貯水槽ユニット２０が破損しても、他の地下貯水槽ユニッ
ト２０が正常に機能するため破損によるリスクを低減することができる。
【００３９】
　また、本発明の地下貯水槽ユニット２０では、図８に示したように、被包体２６の構造
が、少なくとも漏水防止用の遮水シート３６と、遮水シート３６の破れ防止用の保護シー
ト３４とを、交互に繰り返し積層して成る多層構造となっており、搬入袋２８の最外表面
側に保護シート３４が位置するよう構成されている。
【００４０】
　保護シート３４としては、遮水シート３６の破れを防止できるだけの強度があり、土砂
の侵入，漏水，草の根の侵入を防ぐことができ、土中のバクテリア，酸，アルカリなどに
侵食されず、シートの成分が溶出して、水，土壌を汚染しないものであれば如何なるもの
であっても良いものである。
【００４１】
　保護シート３４の具体例としては、ポリエステル製不織布が挙げられる。
　また遮水シート３６については、地下貯水槽ユニット２０内が満水となった際にも、雨
水が外方に漏れ出さない程度の強度があれば如何なるものであっても良いものである。
　遮水シート３６の具体例としては、ポリエチレンシート，酢酸ビニールシートが挙げら
れる。
　なお、被包体２６の底部においては、図９に示したように、搬入袋２８の最外表面側に
位置する保護シート３４の次に補強板３８が備えられている。
【００４２】
　この補強板３８は、被包体２６内に貯水ブロック群２２を搬入した状態で地下貯水槽ユ
ニット２０を持ち上げた際に、内部の貯水ブロック群２２がぐらついたり、ばらけたりす
ることがなく、確実にユニット化された状態で埋設穴内へ地下貯水槽ユニット２０を運び
入れることができるようにするためのものである。
【００４３】
　補強板３８としては、被包体２６内に貯水ブロック群２２を搬入した状態で地下貯水槽
ユニット２０を持ち上げても破損しないだけの強度を有すれば如何なるものであっても良
いものである。
【００４４】
　補強板３８の具体例としては、一般的に広く市販されているプラスチックダンボール（
プラダン）が挙げられ、地下貯水槽ユニット２０の重量に合わせて強度を調整すれば良い
ものである。
【００４５】
　本実施例においては、補強板３８を搬入袋２８の最外表面側から二層目に設けているが
、この位置については特に限定されるものではなく、最外表面以外であれば如何なる位置
にあっても良く、また枚数も特に限定されるものではないものである。さらに保護シート
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も良いものである。
【００４６】
　また、地下貯水槽ユニット２０は、地下貯水槽ユニット２０内に雨水を流入させるため
の流入管６２や貯水された雨水を汲み上げる際に用いる取水管５２を予め備えても良いも
のである。
【００４７】
　これらの管は、埋設穴に地下貯水槽ユニット２０を搬入してから設置することもできる
が、工期短縮や取り付けの確実性を鑑みれば、施工前に形成しておくことが好ましい。
　また、図１０に示したように、地下貯水槽ユニット２０の上に防草袋４０を配置し、こ
れを図１１に示したように地下貯水槽ユニット２０の上から覆うようにしても良い。
【００４８】
　なお、図７に示したような保護シート３４や遮水シート３６の積層体であれば、地面７
０から延びる草の根が被包体２６を破って内部に侵入するおそれはないが、防草袋４０を
用いればさらに確実性が増すため、より確かに浸水を防止することができる。
【００４９】
　以上、本発明の好ましい実施の態様を説明してきたが、本発明はこれに限定されること
はなく、本発明の目的を逸脱しない範囲で種々の変更が可能なものである。
【符号の説明】
【００５０】
　１０・・・地下貯水構造体
　２０・・・地下貯水槽ユニット
　２２・・・貯水ブロック群
　２４・・・貯水ブロック
　２６・・・被包体
　２８・・・搬入袋
　３０・・・折り返し部
　３２・・・開口
　３４・・・保護シート
　３６・・・遮水シート
　３８・・・補強板
　４０・・・防草袋
　５０・・・ポンプ
　５２・・・取水管
　５４・・・取水手段
　６０・・・流入口
　６２・・・流入管
　６４・・・集水手段
　６６・・・オーバーフロー管
　７０・・・地面
１００・・・地下貯水構造体
１０２・・・地下貯水槽
１０４・・・家屋
１０６・・・集水手段
１０８・・・取水手段
１１０・・・遮水シート
１１２・・・貯水ブロック群
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